2014年1月度防災委員会議事メモ

平成26年1月25日

開催日時：平成26年1月25日（土）　10時00分～11時50分
会　　場：当マンション　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
101 塩瀬、216 久保、509 稲積、618 加藤、711 鈴木、716佐々木
1105 鹿毛、115 河本（書記）
1． 前回、議事メモ確認
2． 議事内容
1） 報告・検討事項
1 ＳＯＳシート

・ＳＯＳシートには身分証明書が必要であり、説明会を実施した場合、必要という人がどれだけ集まるかわからない。必要な人が各自で取りに行ってもらうほうがよい。（塩瀬）

2 行政資料「わが家の防災」
・1月度管理組合理事会議事録に添付された。

3 防災マニュアル

・あるモノからファイルに閉じ、溜めていく方式としている。（河本）
4 防災ステッカー

・1月度理事会で配布するかを継続検討になった。
5 感震ブレーカーについて

　　　 ・管理組合で長谷工に見積り依頼した。（佐々木）

6 居住者アンケート（資料）
・1月度管理組合理事会議事録に添付された。
→2月理事会までに収集。次回、状況報告。
・アンケートの当初目的は広く皆さんの世帯情報を収集するという点であったと思うが、添付されたアンケートは「支援が必要な方とボランティアのみ」となっており、アンケートを提出する人が限られる。理事会でどのようなやりとりがあったのでしょうか。（河本）

　→世帯情報をアンケートにするという点で理事の大半に抵抗があった。そのため、支援の必要な方を重視した内容になった。（佐々木・稲積）
　→世帯情報は管理人さんが把握されている。本当に支援に必要な方を把握するという点で意味がある。（河本）

7 防災委員会でかかる経費について

8 ・コピー機の暗証番号（ＩＤ／ＰＷ）が発行され、使用開始した。（河本）
9 防災「地震対応について」（資料）
・字をもう少し大きくしてもらえると見やすくなる。（河本）
・マンションに留まったほうがよいとの考えがある。（塩瀬）
→記載はそのままとする。

・自助・共助・公助は１枚目の絵との関連がない。２枚目に記載する。
また、なぎさニュータウンでは「近助」を定義している。これを参考に共助の説明として「ご近所」という点を入れる。
・体制の「防火管理者」は「管理組合」から直接線を引く。（鹿毛）

・「耐震診断時期○○年に実施」という記載を入れる。
→石川理事長経由で長谷工に確認が必要。
・資料を修正する（稲積）

・資料は2月度理事会で承認後、各戸配布してもらうよう石川理事長に依頼する。（河本）
10 防災訓練

・煙体験、起震車など、普段の防災訓練で実施していないこともやりたい。

・パーテションの蹴破り訓練をしたい。（鹿毛）
→防災訓練時に長谷工の協力が得られるか石川理事長に確認する。（河本）

・今年の防災訓練の日程
 →管理組合・自治会・防火管理者の三者で決定してもらう。（河本）

11 家具の転倒防止

・以前、無償で対応してもらったことがある。（鹿毛）

12 防災勉強会

・危機管理室防災危機管理課に依頼する。（塩瀬）
→４月中旬予定とする。

以上

次回　防災委員会　2月22日（土）　10:00～　バームルーム













































1

